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　点を通り，直線に平行な直線と軸との

交点をとすれば，＝であるので，

四角形の面積はの面積に等しく，
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　また，  ，  であるので，
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　とにおいて，
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　よって，…①

　また，とはともに

　正六角形の内角であるので

　　　　　　　　　…②

　　以上①，②から

　組の辺の比とその間の角が

　それぞれ等しいので，
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をとれば，から

で，平面　…①

　つの立体とは，

底面をと考えれば，①から高さ　

が一致するので，体積も一致する。

　において，三平方の定理より
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　以上から，求める体積は
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